
朝の活動（パワーアップ国語・算数）と家庭学習の充実 

【幸手市教育委員会】 

１ 学校・学年・教科：小学校・全学年・国語・算数 

 

２ ねらい 

朝の活動の時間と授業の中に繰り返し指導や補充的な学習を取り入れるとともに、家庭との連携

を図り家庭学習を充実することで、児童の学力向上と基礎基本の確実な定着を図る。 

 

３ 取組内容 

   ①パワーアップ国語の時間に視写を実施 

教科書や黒板に書かれた問題など、早く丁寧にノートに写すことができれば、課題を解決する時

間の確保や言葉をまとめて捉える力がつき、学力向上につながると考えている。そこで、手本を見

て 5 分以内に早く・正しく・丁寧に視写できるようにすることをめざして繰り返し練習している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視写する手本】           【視写する用紙】     【視写をする１年生の様子】 

    

  ②漢字力テストの実施 

基礎学力として、漢字を書く力の定 

   着を図るために毎月「漢字力テスト」 

を実施している。 

繰り返し行うことで漢字の定着を図 

る。また、90 点以上を合格として、 

校内に掲示し児童を賞賛、漢字に対す 

る意欲を高め、次の月の漢字力テスト 

につながるようにしている。 

 

  ③「10 分×学年」を基本として家庭学習に対する取り組み時間の統一 

          学校においては授業を充実させ、きめ細かな指導により学力を向上させていく必要がある。また、 

家庭においても、基礎基本を定着させるために毎日繰り返し学習することは大切なことだと考えている。 

そこで、児童の発達段階を考慮して、家庭学習の取組時間を設定するとともに、家庭学習をうまく取 

り組めていない児童に対して個別指導を行い、家庭と学校が連携して取り組んでいる。 

 



  ④100 マス計算の実施 

    「パワーアップ算数」の時間に「１００マス計算」を全校で取り組み、算数に関する基礎基本の定 

着を図っている。児童が基本的な計算問題に対して、早く正しく計算できる力を身につけることをね 

らいとして取り組でいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 【１００マスひき算：３年生まで】           【100 マスかけ算：４年生以上】  

 

⑤過去の学習の「５分間復習」を実施 

算数の授業時間において本時の学習に入る前に「過去の学習の５分間復習」を行っている。児童は新しい

学習に入り時間が経過することによって、以前に学習した内容を尐しずつ忘れていることが尐なくない。そ

こで、授業の最初に「５分間復習」の時間を設定して繰り返し取り組むことによって基礎基本の確実な定着

を図っている。 

３つの達成目標に対する過去の問題に対しても繰り返し取り組み、児童が自分の苦手な問題を把握し、自

己の課題として自覚して改善に向けて取り組めるようにしている。 

 

４ 成果と課題 

   本校においては、学力向上を重要な課題としてとらえ、学力向上推進委員会を開くとともに教職員が一体

となって、児童の学力向上に向けて取り組んでいるところである。 

   視写力に関しては、一回目よりは二回目、二回目よりは三回目と、回を追うごとに視写できる文字数が増

えてきており、確実に成果が出てきているといえる。「同じ手本で視写するのは４回まで」にしたり、手本

を３回以上変えて実施したり、取り組み方を毎回検討したことがよい結果につながってきている。 

   漢字に関しては、意欲が高い児童と意欲が持てない児童に大きな差がみられる。今後は、漢字に対する意

欲が持てない児童や同じ問題を繰り返し間違ってしまう児童に対して、学習の仕方を助言したり励ましたり

しながら取り組んでいきたい。 

   「１００マス計算」や「５分間復習」については、確実に成果が表れてきている。児童にとっても尐しず

つ伸びているという実感を持つことができている。 


